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コンパクト仕様

営業担当／

E-mail : sos@kyodo-print.co.jp

SOSサイン

キット内容 ： ①緊急SOSサイン ・ ②避難完了サイン ・ ③自宅避難中サインの3種類
 プラス50セットにSOSのぼり旗1枚(災害避難場所用)

特許取得商品　特許第 7225518 号

Ｓ
О
Ｓ

安否確認トリアージキット
（SOS要請トリアージキット）

助けられる命を・・・
最短時間で救助に向かう
ご近所同士で助け合う

相互扶助の意識向上を推進

救助要請・安否確認トリアージキット

いかに救助要請が出来るか？
いかに救助者に速く辿り着けるか？
いかに命を救えるか？

災
害
避
難
場
所
こ
そ
、

救
助
要
請
サ
イ
ン
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

過去の災害を顧みても災害発生時こそアナログになります
災 害 発 生 ⇒
停 　 　 電 ⇒
インフラ停止 ⇒　

〒520ｰ0115 滋賀県大津市弥生町15ｰ15

TEL. 077ｰ578ｰ6432㈹
FAX. 077ｰ578ｰ5817

SOSのぼり旗仕様

各ご家庭でのトリアージサイン

地 震 豪 雨 暴 風 浸 水 大 雪



自
宅
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難
中

自
治
会

名　前

組

①トリアージができる！ ⇒ 災害発生時に救助確認する際、外部から一目で家屋内の状況が把握でき、救助者にて
緊急家屋の判断ができ、より緊急性の高いと思われる家屋に向かうことができる。

②災害時こそアナログ！ ⇒ 万一停電になった場合、外部への連絡手段として使用可能。
③かんたん迅速に設置！ ⇒ カラビナ・ロープを使う事で、簡単に設置できる。
④夜間でも高認識可能！ ⇒ 反射板により夜間でもライトを照らす事で光が反射し、認知してもらいやすい。
⑤状況が一目でわかる！ ⇒ 自治会名・氏名を記入する事で、被災した家主の確認ができ、万一暴風で飛ばされたと

しても、発見したサインを見れば、『どこの』・『誰が』でその時の状況が分かる。
⑥ご近所での相互扶助！ ⇒ 自治会等での防災訓練を行うことで、住民間の防災に対する意識向上を図ることがで

き、ご近所同士での相互扶助意識が芽生える。

自治会単位での防災訓練で、この安否確認トリアージキットを使っていただく事により、防災意識を高め、一層の安全確保が期待できます。

①河川氾濫時における冠水した地域・上空からの確認
②道路寸断による救助に向かえない地域への安否確認
③建物倒壊する位の大地震発生後の確認
④土砂崩れ等、地上から救助捜索が困難な場合の上空からの確認
⑤豪雪により自宅から脱出できなくなった場合の安否確認
⑥万一、不審者による自宅から脱出できない場合の救助要請

特徴
★自治会単位による防災訓練を行う事で住民同士に生じると思われる
　『助け合う意識・相互扶助」がプラス！

　近年、大規模災害が多く発生しています。2024年1月1日に発生した能登半島地震、2023
年に発生した台風６号による沖縄・九州地方への被害、台風7号による鳥取県で特別警報が発令、
全国でも停電が多数発生しました。今後も巨大台風・50年に一度の大雨、高い確率で発生するで
あろう南海トラフ地震、首都直下型地震。この瞬間に大災害が発生し、被災するかも知れません。
　災害が発生し、電気・電話が使用できなくなった場合、いかに救助要請するか、安全に避難した
か、安全確保できているかを知らせる方法としてこの救助要請・安否確認トリアージキットがお役
に立てると考えます。

　災害が発生した場合、救助要請したくても、連絡手
段が途絶える可能性が高く、固定電話はもちろん、携
帯電話も繋がらない場合が考えられます。
　救助隊やご近所さんが救助するかどうかの選択(ト
リアージ)が可能になり、【避難完了】や【自宅避難中】
のサインがあればスルーでき、【SOS】のサイン又は
何のサインも無い(サインが出せない)所に絞れる。つ
まり確認作業が1/2になり、迅速に救助を求めている
家屋に向かうことができる。

Q：トリアージキットを使っての防災訓
練をみて。
A：被災地では我々が被害状況を確認
する場合、1軒1軒四方から確認してい
きます。このサインが町内全体で使用
されているのであれば、いち早く救助を
待っている所に行けると思います

■50年に一度の大災害（地震・水害・台風）が毎年日本各地で発生！

■安否確認トリアージキットを使って防災訓練での実証実験を実施

震度5弱以上の地震が半年で21回発生！　　　 （2024年1月～6月）

■最大の特徴が災害時の
　トリアージが可能である

■消防士・消防団の方に伺いました
　（防災訓練に参加された消防士）

災害発生日 災害名及び被害者数
2024/01/01 能登半島地震、死者245、負傷1546
2022/03/16 福島県沖地震、死者3、負傷248
2021/08/11～ 令和3年8月の大雨、死者13
2021/07/03 熱海市伊豆山地区土砂災害、死者27、行不1
2021/02/13 福島県沖地震、死者2、負傷186
2020/07/03～ 令和2年7月豪雨、死者84、行不2
2019/10/11～ 令和元年台風19号、死者99、行不3

2017/07/05～ 平成29年7月九州北部豪雨、死者37、行不2
2018/06/28～ 平成30年7月豪雨、死者237、行不8

2016/04/14 熊本地震（M7.3）、死者211

災害が発生すれば住民同士の
相互扶助が必要です

周辺の自治会さんとの
合同使用のオススメ！

「　　近所」
意識を高めましょう！

互

避難場所こそ！
救助要請サイン

下記内容を透明ケースに収納しています
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【救助要請時に】

弥生町自治会防災訓練

【避難完了時に】

➡

高反射シール

■材　質：ユポ ( 耐水加工 )
■サイズ：横 210mm 縦 297mm
■付属品：カラビナ付ロープ (1)
　　　　　各サインに 2 重リング
　　　　　印刷物 (2 枚 )・ケース
　　　　　ケミカルライト (2 本 )

【自宅待機中に】 【印刷物2枚】 【ケミカルライト】

【ケース】

SOS 安否確認トリアージキット説明書

保 管 場 所

サインを出すタイミングと種類

掲 出 方 法

●普段から目につく玄関・階段・リビング等 ※パッケージに入れた状態で保管

自治会での防災訓練に使用していただき、【互近所】( お互い助け合うご近所 ) 意識を！
このトリアージキットは住民の方々の安否確認や救助要請をしているかどうかを救助隊員や消防団、
近所の方々が一目で分かるキットになっています。
自治会の住民の方々が同じ認識で取り組むことが大切になります。普段からの防災訓練によって、助
かる命が増えるように取り組んでいただきますようお願いします。
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例

我が家は・私は大丈夫！の過信は大変危険です！
常に最新の情報を確認しましょう！

世帯主の名前を記入し、家族全員がどこにあるのかを知っ
ておきましょう！

①災害発生時に、気象庁・地方自治体から避難勧告発令時の状況に応じて、速やかに　「SOS」、「避難完了」、
　「自宅避難中」のサインを外部から見える様に、安全を確保してから掲出してください。
②大雨 ( 線状降水帯・台風 )・大雪・大地震等の自然災害 (※災害の内容に異なります )、病気や事故等で救急隊
　を要請した時、外部に救助要請をしたい時に「SOS」のサインを外部から見える様に掲出してください。
③災害発生時に優先救助要請については、自治会・ご近所での共通意識として、掲出状況に応じて判断が必要。
　救助優先順位①ＳＯＳ( 黄 )（早急に救助が必要）⇒救助優先順位②「トリアージサイン」の掲出がない※掲出
　できない・又は声も出せない状況の可能性も有り、掲出出来ない場合は「近くのものを叩く」「物を投げる」
　等、とにかく音を出して家の中にいることを伝える。⇒救助優先順位③自宅避難中 ( 緑 )（自宅で待機している
　場合）⇒救助優先順位④避難完了 ( 青 )　※防犯の為、退去時には必ず戸締りをしてください。
◎普段からの防災訓練時に各自治会にてルールを決めて取り組んで頂けますとより一層の効果が得られます。

戸建て見本 ( 拡大 )① 戸建て見本② 集合住宅拡大見本③ 集合住宅見本④

製造・販売：株式会社協同印刷　〒520-0115 滋賀県大津市弥生町 15-15 Tel.077-578-6432

①掲出するサイン ( 状況に応じて選択 ) の上部にある 2 重リングに
　付属のカラビナ付ロープのカラビナをリングに掛けて、ロープを
　使い外から見える場所に掲出してください。
②掲出場所は「玄関」・「窓」・「門扉」等、道路から見える場所を選
　んでください。
③夜間に SOS の救助要請の場合は、付属のケミカルライト ( フック
　付 ) を発光させてから※掲出カードの 2 重リングに外部に向けて
　引っ掛けてください。
　

①両端を握り、親指を中央にあてて「パキッ」と
　音がするまで軽く折り曲げる。
②音がしたら、それ以上折り曲げずに全体が光る
　ように軽く振る。

パキッ

ケミカルライトの使い方
①

②

早
急
に
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、
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。

このキットの使い方

初めて経験する大きな揺れ
土砂災害が発生する恐れがある

場合は命の安全を第一に

今すぐ逃げる

落ち着いて対処できる場合、状況に応じて外部から
見やすい所に下記のサインを掲出してください。

大きな
地震 津波 土砂

災害
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・救助要請したい時
・病気・怪我人がいる時
・強盗・DV 等にあった時

・他所に避難した時
 ( 戸締りは厳重に、
　戻れば直ぐ収める )

・自宅にて避難した時
 ( 落ち着くまで掲出 )

日頃から備える災害用品リスト

□　①飲料水⇒1日 1人３ℓ×3日分 (飲料水＋調理用 )出来れば 7日分
□　②非常食 (日頃からローリングストックを意識して備える )( パックご飯・レト
　　ルト食品インスタント食品・アルファ米・乾パン・日持ちする菓子等 )
□　③紙食器 (紙皿・紙コップ・割箸・食品用ラップ )
□　④懐中電灯・ランタン (LEDタイプ推奨　大型・小型・ヘッドライト )
□　⑤携帯ラジオ (電池式・充電式 (発電式 )が望ましい )
□　⑥予備電池 (主に懐中電灯用　単 1～単 4電池 )
□　⑦モバイルバッテリー (携帯電話の予備バッテリー等 )
□　⑧災害用トイレ (平時に備え、事前に使い方を確認する )
□　⑨ティッシュペーパー・ウエットティッシュ・トイレットペーパー
□　⑩カセットコンロ及びボンベ (1人　1週間で 5本使用 )
□　⑪生活用品 (タオル数枚・歯ブラシ・マウスウォッシュ・コンタクト用品・眼鏡
　　(予備があれば )・生理用品・軍手・大きなゴミ袋・布製粘着テープ）
□　⑫ハザードマップ (現住居用・職場や通学先用 )
□　⑬衣類 (下着類・季節の服 )
□　⑭寝床にスリッパ (ガラス等が割れた場合のけが防止に使用する )
□　⑮常備薬・おくすり手帳
□　⑯自家用車の燃料 (ガソリン・軽油 )は常に満タンを心掛ける
□　⑰冬季の防寒対策 (コート・毛布等・携帯カイロ )

準備出来れば□にチェックを入れてください。重要なのは「備える意識」です

<気象庁より >
それぞれの警戒レベルに相当する情報を
早めの避難行動の判断に役立ててくださ
い。市町村からの避難勧告等の発令に留
意するとともに、避難勧告等が発令され
ていなくとも自ら避難の判断をしてくだ
さい。警戒レベル５の状況では災害が発
生して避難出来なくなることから、警戒
レベル３や４の段階で避難することが重
要です。

警  戒
レベル 住民がとるべき行動 ■市町村の情報

●気象庁等の情報

災害がすでに発生して
おり、命を守るための
最善の行動をとる

■災害発生情報
●大雨特別警報
●氾濫発生情報

速やかに避難

●大雨・洪水注意報
●氾濫注意情報

●早期注意情報
　( 警報級の可能性 )

高齢者等は速やかに避難

ハザードマップ等で避難
行動を確認

災害への心構えを高める

■避難指示 ( 緊急 )
■避難勧告
●土砂災害警戒情報
●氾濫危険情報

■避難準備・高齢者等
　避難開始
●大雨警報・洪水警報
●氾濫警戒情報

5
4
3
2
1

土砂災害警戒区域等や急激な水位上昇の
おそれのある河川沿いのお住まいの方は
避難準備が整い次第、避難開始

危険な区域の外の少しでも
安全な場所に速やかに避難

備蓄について 備蓄の必要量が分かる
「東京備蓄ナビ」

特別警報について
「気象庁サイト」

備蓄の量は一人あたり 1週間分と言われています。理由として、
被災後 3日間は人命が優先され、避難者への支援に手が回らない
ため、最低でも 3日間の備蓄が必要。また、インフラの復旧も 1
週間程度かかるため、1週間分の備蓄が必要になると言われてい
ます。

※上記リストはあくまで一般的な災害用品です。各家庭で必要なものを話し合ってご用意ください。
　また、備えた物は両手が使えるようにリュック等 (避難場所に移動する際 )に入れて、かんたんに持ち
　運べる場所に置いてください。飲料水・非常食は定期的に消費期限を確認してください。

開封後、キット内容のご確認をお願いします。

□　①SOS( 黄 ) サイン ( 穴に 2 重リング・反射シール有 )　・・・・1 枚

□　②避難完了 ( 青 ) サイン ( 穴に 2 重リング・反射シール有 )　・・1 枚

□　③自宅避難中 ( 緑 ) サイン ( 穴に 2 重リング・反射シール有 )　・1 枚

□　④カラビナ式フック＋ロープ ( 白 ) 約１M・・・・・・・・・・・１個

□　⑤ケミカルライト ( アルミ袋に入っています )・・・・・・・・・2 本

□　⑥印刷物 ( このキットの使い方・安否確認トリアージキット説明書 )

□　⑦印刷物 ( 日頃からの備える災害用品リスト・梱包内容確認書 )

□　⑧ステーショナリーケース　※収納ケース

梱包内容確認書

万が一の災害に備えて、普段から目にする場所に保管していた

だき、災害発生時には迅速に掲出していただけますようお願い

いたします。また、普段からの防災訓練にご活用ください。

万一、欠品や不良品の場合、大変お手数ではございますが、
下記までご連絡をお願いいたします。
株式会社協同印刷　トリアージキット係まで　
ご連絡先：☎077-578-6542 (9 時～ 17 時 )　E-mail：sos@kyodo-print.co.jp

アンケートのお願い
今後、さらにより良い商品をご提供できるようアンケートへの
ご協力をお願いいたします。(スマートフォンにて右記の
ＱＲコードを読み取り、お答えください )

お　願　い　

Ｓ
О
Ｓ

自治会

SOSのぼり旗

自治会名
入れ部分

上空30ｍからドローン撮影

サイズ（のぼり部分）
縦180cm　横45cm
素　材
ポンジ(旗)
付属品
カラビナ、ロープ3ｍ
パイプ(塩ビ)

高反射
シール

高反射
シール

セ ッ ト 内 容

◎日　　時：2023年12月17日　10：00～11：30
◎参加人数：141世帯中119世帯(参加率：84.4％）

3月21日 9時8分 茨城県南部

5弱

4月8日10時25分 大隅半島東方沖

5弱

4月17日 23時14分 豊後水道

6弱

1月1日16時10分 能登半島

７

弊社の地元である、弥生町自治会様にこの安否確認トリアージキットを使って、防災訓
練を実施していただきました。訓練終了後に住民の方々にアンケートを実施し、自治会
長に安否確認トリアージキットの総合評価をしていただきました。
①具体的な活用方法⇒町内行事の際に、安否確認トリアージキットを使用して、救助者の掲

出、救出訓練等を行う。
②災害時における有効性⇒限られた中で、優先順位ごとのトリアージ区分に迅速に分類でき

るのではと思う。
③自治会での実績⇒年2回防災訓練を実施しているが、安否確認トリアージキットを使用し

ての防災訓練だった事もあり、141世帯中、掲出してくださった世帯は119世帯
（84.4％）、参加者も30％→50％に増えた。

④住民の皆さんで実際に使った方の評価 自治会内での総評(実際の声)⇒
訓練後にアンケート結果をお渡ししているのでそれを抜粋してもらえれ
ばと思います。　　　　　　※アンケート結果は右記のQRコードから確認できます。

⑤最後に会長としての立場から、このキットの評価⇒まだ1回しか使用していませんが、繰り
返し使用すれば万が一の時に役立つと思います。前回(2023年12月17日)は掲出訓練
しかしていませんが、今後はトリアージの種類別で救助訓練などを行う予定です。簡単で
わかりやすいキットだと思います、他の町内でも使用してもらいどんどん広がっていけば
いいと思います。　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 弥生町自治会長

災害のイメージ写真にトリアージキットを合成しました

安否確認トリアージキット（救助要請トリアージキット） 使用
 想定

個人で使うより、自治会全戸で使ってください！
この安否確認トリアージキットは多くの方がご利用いた
だく事で、より防災効果が発揮できると考えられます。

「このサインは救助要請しているんだ！」が住民皆さん
の共通意識になり、まち全体・広い範囲でのご使用を推
奨しております。周辺の自治会の方にもお声掛けいた
だき、お申込みください。

災害により道路が分断され、陸の孤島となり、連絡不通
となり得る可能性があります。
外部への連絡方法に、このサインを上空から見えるよう
に掲出する事で、ヘリコプターやドローンから確認でき、
救助要請が可能となります。



自
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名　前

組

①トリアージができる！ ⇒ 災害発生時に救助確認する際、外部から一目で家屋内の状況が把握でき、救助者にて
緊急家屋の判断ができ、より緊急性の高いと思われる家屋に向かうことができる。

②災害時こそアナログ！ ⇒ 万一停電になった場合、外部への連絡手段として使用可能。
③かんたん迅速に設置！ ⇒ カラビナ・ロープを使う事で、簡単に設置できる。
④夜間でも高認識可能！ ⇒ 反射板により夜間でもライトを照らす事で光が反射し、認知してもらいやすい。
⑤状況が一目でわかる！ ⇒ 自治会名・氏名を記入する事で、被災した家主の確認ができ、万一暴風で飛ばされたと

しても、発見したサインを見れば、『どこの』・『誰が』でその時の状況が分かる。
⑥ご近所での相互扶助！ ⇒ 自治会等での防災訓練を行うことで、住民間の防災に対する意識向上を図ることがで

き、ご近所同士での相互扶助意識が芽生える。

自治会単位での防災訓練で、この安否確認トリアージキットを使っていただく事により、防災意識を高め、一層の安全確保が期待できます。

①河川氾濫時における冠水した地域・上空からの確認
②道路寸断による救助に向かえない地域への安否確認
③建物倒壊する位の大地震発生後の確認
④土砂崩れ等、地上から救助捜索が困難な場合の上空からの確認
⑤豪雪により自宅から脱出できなくなった場合の安否確認
⑥万一、不審者による自宅から脱出できない場合の救助要請

特徴
★自治会単位による防災訓練を行う事で住民同士に生じると思われる
　『助け合う意識・相互扶助」がプラス！

　近年、大規模災害が多く発生しています。2024年1月1日に発生した能登半島地震、2023
年に発生した台風６号による沖縄・九州地方への被害、台風7号による鳥取県で特別警報が発令、
全国でも停電が多数発生しました。今後も巨大台風・50年に一度の大雨、高い確率で発生するで
あろう南海トラフ地震、首都直下型地震。この瞬間に大災害が発生し、被災するかも知れません。
　災害が発生し、電気・電話が使用できなくなった場合、いかに救助要請するか、安全に避難した
か、安全確保できているかを知らせる方法としてこの救助要請・安否確認トリアージキットがお役
に立てると考えます。

　災害が発生した場合、救助要請したくても、連絡手
段が途絶える可能性が高く、固定電話はもちろん、携
帯電話も繋がらない場合が考えられます。
　救助隊やご近所さんが救助するかどうかの選択(ト
リアージ)が可能になり、【避難完了】や【自宅避難中】
のサインがあればスルーでき、【SOS】のサイン又は
何のサインも無い(サインが出せない)所に絞れる。つ
まり確認作業が1/2になり、迅速に救助を求めている
家屋に向かうことができる。

Q：トリアージキットを使っての防災訓
練をみて。
A：被災地では我々が被害状況を確認
する場合、1軒1軒四方から確認してい
きます。このサインが町内全体で使用
されているのであれば、いち早く救助を
待っている所に行けると思います

■50年に一度の大災害（地震・水害・台風）が毎年日本各地で発生！

■安否確認トリアージキットを使って防災訓練での実証実験を実施

震度5弱以上の地震が半年で21回発生！　　　 （2024年1月～6月）

■最大の特徴が災害時の
　トリアージが可能である

■消防士・消防団の方に伺いました
　（防災訓練に参加された消防士）

災害発生日 災害名及び被害者数
2024/01/01 能登半島地震、死者245、負傷1546
2022/03/16 福島県沖地震、死者3、負傷248
2021/08/11～ 令和3年8月の大雨、死者13
2021/07/03 熱海市伊豆山地区土砂災害、死者27、行不1
2021/02/13 福島県沖地震、死者2、負傷186
2020/07/03～ 令和2年7月豪雨、死者84、行不2
2019/10/11～ 令和元年台風19号、死者99、行不3

2017/07/05～ 平成29年7月九州北部豪雨、死者37、行不2
2018/06/28～ 平成30年7月豪雨、死者237、行不8

2016/04/14 熊本地震（M7.3）、死者211

災害が発生すれば住民同士の
相互扶助が必要です

周辺の自治会さんとの
合同使用のオススメ！

「　　近所」
意識を高めましょう！

「　　「　　「　　近所」近所」近所」
意識を高めましょう！意識を高めましょう！意識を高めましょう！意識を高めましょう！

互

避難場所こそ！
救助要請サイン

下記内容を透明ケースに収納しています

S
O
S

自
治
会

名　前

組

避
難
完
了

自
治
会

名　前

組

自
宅
避
難
中

自
治
会

名　前

組

【救助要請時に】

弥生町自治会防災訓練

【避難完了時に】

➡

高反射シール

■材　質：ユポ ( 耐水加工 )
■サイズ：横 210mm 縦 297mm
■付属品：カラビナ付ロープ (1)
　　　　　各サインに 2 重リング
　　　　　印刷物 (2 枚 )・ケース
　　　　　ケミカルライト (2 本 )

【自宅待機中に】 【印刷物2枚】 【ケミカルライト】

【ケース】

SOS 安否確認トリアージキット説明書

保 管 場 所

サインを出すタイミングと種類

掲 出 方 法

●普段から目につく玄関・階段・リビング等 ※パッケージに入れた状態で保管

自治会での防災訓練に使用していただき、【互近所】( お互い助け合うご近所 ) 意識を！
このトリアージキットは住民の方々の安否確認や救助要請をしているかどうかを救助隊員や消防団、
近所の方々が一目で分かるキットになっています。
自治会の住民の方々が同じ認識で取り組むことが大切になります。普段からの防災訓練によって、助
かる命が増えるように取り組んでいただきますようお願いします。
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我が家は・私は大丈夫！の過信は大変危険です！
常に最新の情報を確認しましょう！

世帯主の名前を記入し、家族全員がどこにあるのかを知っ
ておきましょう！

①災害発生時に、気象庁・地方自治体から避難勧告発令時の状況に応じて、速やかに　「SOS」、「避難完了」、
　「自宅避難中」のサインを外部から見える様に、安全を確保してから掲出してください。
②大雨 ( 線状降水帯・台風 )・大雪・大地震等の自然災害 (※災害の内容に異なります )、病気や事故等で救急隊
　を要請した時、外部に救助要請をしたい時に「SOS」のサインを外部から見える様に掲出してください。
③災害発生時に優先救助要請については、自治会・ご近所での共通意識として、掲出状況に応じて判断が必要。
　救助優先順位①ＳＯＳ( 黄 )（早急に救助が必要）⇒救助優先順位②「トリアージサイン」の掲出がない※掲出
　できない・又は声も出せない状況の可能性も有り、掲出出来ない場合は「近くのものを叩く」「物を投げる」
　等、とにかく音を出して家の中にいることを伝える。⇒救助優先順位③自宅避難中 ( 緑 )（自宅で待機している
　場合）⇒救助優先順位④避難完了 ( 青 )　※防犯の為、退去時には必ず戸締りをしてください。
◎普段からの防災訓練時に各自治会にてルールを決めて取り組んで頂けますとより一層の効果が得られます。

戸建て見本 ( 拡大 )① 戸建て見本② 集合住宅拡大見本③ 集合住宅見本④

製造・販売：株式会社協同印刷　〒520-0115 滋賀県大津市弥生町 15-15 Tel.077-578-6432

①掲出するサイン ( 状況に応じて選択 ) の上部にある 2 重リングに
　付属のカラビナ付ロープのカラビナをリングに掛けて、ロープを
　使い外から見える場所に掲出してください。
②掲出場所は「玄関」・「窓」・「門扉」等、道路から見える場所を選
　んでください。
③夜間に SOS の救助要請の場合は、付属のケミカルライト ( フック
　付 ) を発光させてから※掲出カードの 2 重リングに外部に向けて
　引っ掛けてください。
　

①両端を握り、親指を中央にあてて「パキッ」と
　音がするまで軽く折り曲げる。
②音がしたら、それ以上折り曲げずに全体が光る
　ように軽く振る。

パキッ

ケミカルライトの使い方
①

②
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急
に
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請
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このキットの使い方

初めて経験する大きな揺れ
土砂災害が発生する恐れがある

場合は命の安全を第一に

今すぐ逃げる

落ち着いて対処できる場合、状況に応じて外部から
見やすい所に下記のサインを掲出してください。

大きな
地震 津波 土砂

災害
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・救助要請したい時
・病気・怪我人がいる時
・強盗・DV 等にあった時

・他所に避難した時
 ( 戸締りは厳重に、
　戻れば直ぐ収める )

・自宅にて避難した時
 ( 落ち着くまで掲出 )

日頃から備える災害用品リスト

□　①飲料水⇒1日 1人３ℓ×3日分 (飲料水＋調理用 )出来れば 7日分
□　②非常食 (日頃からローリングストックを意識して備える )( パックご飯・レト
　　ルト食品インスタント食品・アルファ米・乾パン・日持ちする菓子等 )
□　③紙食器 (紙皿・紙コップ・割箸・食品用ラップ )
□　④懐中電灯・ランタン (LEDタイプ推奨　大型・小型・ヘッドライト )
□　⑤携帯ラジオ (電池式・充電式 (発電式 )が望ましい )
□　⑥予備電池 (主に懐中電灯用　単 1～単 4電池 )
□　⑦モバイルバッテリー (携帯電話の予備バッテリー等 )
□　⑧災害用トイレ (平時に備え、事前に使い方を確認する )
□　⑨ティッシュペーパー・ウエットティッシュ・トイレットペーパー
□　⑩カセットコンロ及びボンベ (1人　1週間で 5本使用 )
□　⑪生活用品 (タオル数枚・歯ブラシ・マウスウォッシュ・コンタクト用品・眼鏡
　　(予備があれば )・生理用品・軍手・大きなゴミ袋・布製粘着テープ）
□　⑫ハザードマップ (現住居用・職場や通学先用 )
□　⑬衣類 (下着類・季節の服 )
□　⑭寝床にスリッパ (ガラス等が割れた場合のけが防止に使用する )
□　⑮常備薬・おくすり手帳
□　⑯自家用車の燃料 (ガソリン・軽油 )は常に満タンを心掛ける
□　⑰冬季の防寒対策 (コート・毛布等・携帯カイロ )

準備出来れば□にチェックを入れてください。重要なのは「備える意識」です

<気象庁より >
それぞれの警戒レベルに相当する情報を
早めの避難行動の判断に役立ててくださ
い。市町村からの避難勧告等の発令に留
意するとともに、避難勧告等が発令され
ていなくとも自ら避難の判断をしてくだ
さい。警戒レベル５の状況では災害が発
生して避難出来なくなることから、警戒
レベル３や４の段階で避難することが重
要です。

警  戒
レベル 住民がとるべき行動 ■市町村の情報

●気象庁等の情報

災害がすでに発生して
おり、命を守るための
最善の行動をとる

■災害発生情報
●大雨特別警報
●氾濫発生情報

速やかに避難

●大雨・洪水注意報
●氾濫注意情報

●早期注意情報
　( 警報級の可能性 )

高齢者等は速やかに避難

ハザードマップ等で避難
行動を確認

災害への心構えを高める

■避難指示 ( 緊急 )
■避難勧告
●土砂災害警戒情報
●氾濫危険情報

■避難準備・高齢者等
　避難開始
●大雨警報・洪水警報
●氾濫警戒情報

5
4
3
2
1

土砂災害警戒区域等や急激な水位上昇の
おそれのある河川沿いのお住まいの方は
避難準備が整い次第、避難開始

危険な区域の外の少しでも
安全な場所に速やかに避難

備蓄について 備蓄の必要量が分かる
「東京備蓄ナビ」

特別警報について
「気象庁サイト」

備蓄の量は一人あたり 1週間分と言われています。理由として、
被災後 3日間は人命が優先され、避難者への支援に手が回らない
ため、最低でも 3日間の備蓄が必要。また、インフラの復旧も 1
週間程度かかるため、1週間分の備蓄が必要になると言われてい
ます。

※上記リストはあくまで一般的な災害用品です。各家庭で必要なものを話し合ってご用意ください。
　また、備えた物は両手が使えるようにリュック等 (避難場所に移動する際 )に入れて、かんたんに持ち
　運べる場所に置いてください。飲料水・非常食は定期的に消費期限を確認してください。

開封後、キット内容のご確認をお願いします。

□　①SOS( 黄 ) サイン ( 穴に 2 重リング・反射シール有 )　・・・・1 枚

□　②避難完了 ( 青 ) サイン ( 穴に 2 重リング・反射シール有 )　・・1 枚

□　③自宅避難中 ( 緑 ) サイン ( 穴に 2 重リング・反射シール有 )　・1 枚

□　④カラビナ式フック＋ロープ ( 白 ) 約１M・・・・・・・・・・・１個

□　⑤ケミカルライト ( アルミ袋に入っています )・・・・・・・・・2 本

□　⑥印刷物 ( このキットの使い方・安否確認トリアージキット説明書 )

□　⑦印刷物 ( 日頃からの備える災害用品リスト・梱包内容確認書 )

□　⑧ステーショナリーケース　※収納ケース

梱包内容確認書

万が一の災害に備えて、普段から目にする場所に保管していた

だき、災害発生時には迅速に掲出していただけますようお願い

いたします。また、普段からの防災訓練にご活用ください。

万一、欠品や不良品の場合、大変お手数ではございますが、
下記までご連絡をお願いいたします。
株式会社協同印刷　トリアージキット係まで　
ご連絡先：☎077-578-6542 (9 時～ 17 時 )　E-mail：sos@kyodo-print.co.jp

アンケートのお願い
今後、さらにより良い商品をご提供できるようアンケートへの
ご協力をお願いいたします。(スマートフォンにて右記の
ＱＲコードを読み取り、お答えください )

お　願　い　

Ｓ
О
Ｓ

自治会

SOSのぼり旗

自治会名
入れ部分

上空30ｍからドローン撮影

サイズ（のぼり部分）
縦180cm　横45cm
素　材
ポンジ(旗)
付属品
カラビナ、ロープ3ｍ
パイプ(塩ビ)

高反射
シール

高反射
シール

セ ッ ト 内 容

◎日　　時：2023年12月17日　10：00～11：30
◎参加人数：141世帯中119世帯(参加率：84.4％）

3月21日 9時8分 茨城県南部

5弱

4月8日10時25分 大隅半島東方沖

5弱

4月17日 23時14分 豊後水道

6弱

1月1日16時10分 能登半島

７

弊社の地元である、弥生町自治会様にこの安否確認トリアージキットを使って、防災訓
練を実施していただきました。訓練終了後に住民の方々にアンケートを実施し、自治会
長に安否確認トリアージキットの総合評価をしていただきました。
①具体的な活用方法⇒町内行事の際に、安否確認トリアージキットを使用して、救助者の掲

出、救出訓練等を行う。
②災害時における有効性⇒限られた中で、優先順位ごとのトリアージ区分に迅速に分類でき

るのではと思う。
③自治会での実績⇒年2回防災訓練を実施しているが、安否確認トリアージキットを使用し

ての防災訓練だった事もあり、141世帯中、掲出してくださった世帯は119世帯
（84.4％）、参加者も30％→50％に増えた。

④住民の皆さんで実際に使った方の評価 自治会内での総評(実際の声)⇒
訓練後にアンケート結果をお渡ししているのでそれを抜粋してもらえれ
ばと思います。　　　　　　※アンケート結果は右記のQRコードから確認できます。

⑤最後に会長としての立場から、このキットの評価⇒まだ1回しか使用していませんが、繰り
返し使用すれば万が一の時に役立つと思います。前回(2023年12月17日)は掲出訓練
しかしていませんが、今後はトリアージの種類別で救助訓練などを行う予定です。簡単で
わかりやすいキットだと思います、他の町内でも使用してもらいどんどん広がっていけば
いいと思います。　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 弥生町自治会長

災害のイメージ写真にトリアージキットを合成しました

安否確認トリアージキット（救助要請トリアージキット） 使用
 想定

個人で使うより、自治会全戸で使ってください！
この安否確認トリアージキットは多くの方がご利用いた
だく事で、より防災効果が発揮できると考えられます。

「このサインは救助要請しているんだ！」が住民皆さん
の共通意識になり、まち全体・広い範囲でのご使用を推
奨しております。周辺の自治会の方にもお声掛けいた
だき、お申込みください。

災害により道路が分断され、陸の孤島となり、連絡不通
となり得る可能性があります。
外部への連絡方法に、このサインを上空から見えるよう
に掲出する事で、ヘリコプターやドローンから確認でき、
救助要請が可能となります。
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コンパクト仕様

営業担当／

E-mail : sos@kyodo-print.co.jp

SOSサイン

キット内容 ： ①緊急SOSサイン ・ ②避難完了サイン ・ ③自宅避難中サインの3種類
 プラス50セットにSOSのぼり旗1枚(災害避難場所用)

特許取得商品　特許第 7225518 号

Ｓ
О
Ｓ

安否確認トリアージキット
（SOS要請トリアージキット）

助けられる命を・・・
最短時間で救助に向かう
ご近所同士で助け合う

相互扶助の意識向上を推進

救助要請・安否確認トリアージキット

いかに救助要請が出来るか？
いかに救助者に速く辿り着けるか？
いかに命を救えるか？

災
害
避
難
場
所
こ
そ
、

救
助
要
請
サ
イ
ン
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

過去の災害を顧みても災害発生時こそアナログになります
災 害 発 生 ⇒
停 　 　 電 ⇒
インフラ停止 ⇒　

〒520ｰ0115 滋賀県大津市弥生町15ｰ15

TEL. 077ｰ578ｰ6432㈹
FAX. 077ｰ578ｰ5817

SOSのぼり旗仕様

各ご家庭でのトリアージサイン

地 震 豪 雨 暴 風 浸 水 大 雪


